
労働環境の向上に向けて

「リスクアセスメント」による労働災害防止

めっき工場では多種多様な作業が行われ、また、新たな作業方法の採用、変更及び作業の機械化などが進んでお

り、それらの実態や特性にあった安全衛生対策を行っていく必要性が高まっています。職場にある様々な危険の芽(リ

スク)を見つけ出し、災害に至る前に、先手を打って対策を施し、リスクの除去・低減措置を行って更なる労働災害の

減少を図る手法の一つに「リスクアセスメント」があります。

http://anzeninfo.mhlw.go.jp/risk/risk_index.html

厚生労働省「職場のあんぜんサイト」 
リスクアセスメントの実施支援システム 

めっき業の休業４日以上の死傷災害について事故の

型別にみると、「はさまれ・巻き込まれ」によるものが最も

多く、「転倒」「飛来・落下」が続きます。このようにめっき

業では、設備と工作物に挟まれたり、巻き込まれる事故

のほか、種々の原因による災害が発生しています。その

ため、めっき作業について、まずは危ないと思われる作

業・作業場所を絞り込み、できるところからリスクアセスメ

ントを始めてみましょう。

厚生労働省ではめっき業に特化したリスクアセスメント

の実施支援システムを提供していますので、ご活用下さ

い。

また、全鍍連ホームページ「会員限定ページ」において、

厚生労働省のデータベースよりめっき業における労働災

害統計をまとめています。併せてご活用下さい。

厚生労働省「職場のあんぜんサイト」 作業別モデル対策シート
https://anzeninfo.mhlw.go.jp/user/anzen/kag/ankgc07_6.htm
めっき作業より引用
https://anzeninfo.mhlw.go.jp/user/anzen/kag/pdf/taisaku/Plating201903.pdf

厚生労働省「職場のあん

ぜんサイト」 では、化学物

質のリスクアセスメント実施

支援より、めっき作業の

「作業別モデル対策シー

ト」が用意されています。



労働環境の向上に向けて

化学物質リスクアセスメントへの対応

平成28年6月1日より労働安全衛生法施行令別表第9に掲げる640の化学物質について、それらを取扱うすべての

事業所で、それらを取扱う際のリスクアセスメントを実施することが義務付けられています。

全鍍連では厚労省提供の支援ツールをEXCEL形式に加工し、「リスクアセスメント簡易ツール」として全鍍連公式

ホームページ上に公開しています。多くの組合員企業の皆さまに活用いただいています。

http://zentoren.or.jp/top/info/info20160531.html

EXCELツール画面（扱う化学物質ごとに数値でリスクアセスメントを行う）

「リスクアセスメント管理ツール」 ここからダウンロード   

[zipファイル パスワード] zentoren123456789



労働環境の向上に向けて

職場における新たな化学物質規制の導入

引用：厚生労働省
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（施工済）
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